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参考１ 北九州第１期施設の概要 
１－１ 施設計画概要 
 
１．処理方式   

(1)  処理方式 

前処理方式：溶剤洗浄方式と真空加熱分離方式の組合せ 

液処理方式：脱塩素化分解方式（金属ナトリウム法） 

 

(2) 溶剤洗浄方式 

・ 溶剤として有害性の少ないノルマルパラフィン系炭化水素を使用 

・ 減圧浸漬洗浄、蒸気洗浄、真空乾燥の繰り返しにより部材からＰＣＢを除去 

 

(3) 真空加熱分離方式 

・ 部材を高真空下で加熱し（約４００℃）、ＰＣＢを含む蒸発成分を分離除去 

・ 溶剤洗浄でＰＣＢを除去しきれない含浸性部材（絶縁紙、プレスボードを含

む木、コルク系ガスケット等）を対象 

 

(4) 脱塩素化分解方式 

・ 絶縁油膜でコーテイングされた安全性の高いナトリウム分散体(ＳＤ)を用

いてＰＣＢの脱塩素化分解を行う化学処理 

・ 反応は常圧、１６０～１７０℃で行われ、バッチ処理により反応毎にＰＣＢ

の確実な分解を確認 

 

２．処理対象物 

高圧トランス、車載型トランス、高圧コンデンサ 

最大取扱寸法  幅４．１ｍ × 奥行３．２ｍ × 高さ３．１ｍ 

最大重量 ２０ｔ 

 

３．処理能力   
ＰＣＢ分解量  ０．５ｔ／日 （北九州市内分の対象物を２年間で処理できる能力） 
６日分を１ロットとして平均的に以下の台数を処理     

             高圧トランス （大型） ２台（１台／３日） 

                       〃     （小型） ４台（２台／３日） 

高圧コンデンサ      ２４台（４台／日） 

参考 １－１
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４．管理基準等 

(1)  処理済物の卒業判定基準 

対 象 物 基準値（試験方法） 

廃油 0.5mg/kg 以下（含有量試験法） 

廃酸又は廃アルカリ 0.03mg/l 以下（含有量試験法） 

廃プラスチック類 

又は金属くず 

0.5mg/kg 以下-洗浄液（洗浄液試験法） 

0.1μg/100cm2以下（拭き取り試験法） 

0.01mg/kg 以下-部材（部材採取試験法） 

その他 0.003mg/l 以下（溶出試験法） 

 

 

(2) 排気 

項 目 維持管理値 

ＰＣＢ 0.1  mg/Nm3以下 １） 

ダイオキシン類 0.1  ng-TEQ/Nm3以下 

注１） 上記維持管理値を遵守するため、管理目標値 0.01mg/Nm3を設定して施設を運転。 

 

(3) 作業環境中ＰＣＢ濃度 ０．１ｍｇ／ｍ３ 以下 

 

５．建築仕様 

(1) 処理部門 鉄骨ＡＬＣ４階建て 延べ床面積 約１２，２５０ｍ2 

(2) 管理部門 鉄骨ＡＬＣ３階建て 延べ床面積  約２，６００ｍ2 
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１
－
４
 
 
主
要
工
程
 及
び
作
業
概
要
 

 

工
 
 
 
 
程
 

実
 
施
 
す
 
る
 
作
 
業
 
概
 
要
 

・
搬
入
さ
れ
た
処
理
対
象
物
（
高
圧
ト
ラ
ン
ス
、
高
圧
コ
ン
デ
ン
サ
）
を
、
ク
レ
ー
ン
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
使
っ
て
受
け
入
れ
る
。
 

・
外
観
検
査
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
外
部
清
掃
を
実
施
。
 

・
所
定
の
保
管
場
所
又
は
次
工
程
へ
処
理
対
象
物
を
搬
送
す
る
。
 

・
特
殊
開
孔
機
で
ケ
ー
ス
に
開
孔
し
、
液
抜
き
用
ラ
イ
ン
を
セ
ッ
ト
し
て
内
部
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
ポ
ン
プ
で
抜
き
出
す
。
 

・
洗
浄
用
ラ
イ
ン
を
セ
ッ
ト
し
、
溶
剤
を
導
入
し
て
内
部
の
残
留
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
洗
浄
除
去
す
る
。
 

（
高
圧
ト
ラ
ン
ス
は
浸
漬
洗
浄
 
１
２
時
間
を
１
回
、
循
環
洗
浄
 ８
時
間
を
１
０
回
繰
返
し
）
 

 
（
高
圧
コ
ン
デ
ン
サ
は
浸
漬
洗
浄
  
５
０
分
を
 
２
回
繰
返
し
。
抜
油
、
洗
浄
と
も
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
内
で
実
施
）
 

・
工
具
を
使
用
し
て
、
外
部
付
属
品
の
取
外
し
、
ケ
ー
ス
と
コ
ア
又
は
素
子
の
分
離
を
行
う
。
 

・
ケ
ー
ス
、
コ
ア
等
の
一
次
洗
浄
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
収
納
で
き
る
サ
イ
ズ
へ
の
切
断
、
素
子
の
切
断
等
を
行
う
。
 

 
（
高
圧
コ
ン
デ
ン
サ
は
解
体
、
切
断
と
も
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
内
で
実
施
）
 

・
洗
浄
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
減
圧
浸
漬
洗
浄
・
蒸
気
洗
浄
・
真
空
乾
燥
の
繰
り
返
し
を
自
動
制
御
運
転
で
行
い
一
次
洗
浄
す
る
｡ 

・
更
に
解
体
し
て
部
材
を
分
別
し
、
金
属
等
の
非
含
浸
性
部
材
は
２
次
洗
浄
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
紙
等
の
含
浸
性
部
材
は
破
砕
し
て
洗
浄
バ
レ
ル
に
収
納
す
る
。
 

 
（
ケ
ー
ス
：
本
体
及
び
冷
却
フ
ィ
ン
の
切
断
、
碍
子
類
の
取
外
し
。
 
コ
ア
：
鉄
心
と
コ
イ
ル
に
分
離
。
 

 
 
コ
イ
ル
：
破
砕
し
て
銅
と
絶
縁
紙
/木
に
分
別
、
絶
縁
紙
/木
の
細
破
砕
。
 
 
素
子
：
全
て
含
浸
性
部
材
扱
い
と
し
て
破
砕
）
 

・
二
次
洗
浄
バ
ス
ケ
ッ
ト
又
は
洗
浄
バ
レ
ル
で
一
次
洗
浄
と
同
様
な
洗
浄
を
自
動
制
御
運
転
で
行
い
二
次
洗
浄
す
る
。
判
定
洗
浄
に
よ
り
洗
浄
結
果
の
判
定
を

行
い
、
基
準
を
満
足
し
た
も
の
は
、
含
浸
性
部
材
、
非
含
浸
性
部
材
に
区
分
し
て
、
コ
ン
テ
ナ
に
保
管
す
る
。
 

 ・
含
浸
性
部
材
(絶
縁
紙
、
プ
レ
ス
ボ
ー
ド
を
含
む
木
、
コ
ル
ク
系
ガ
ス
ケ
ッ
ト
)で
卒
業
判
定
基
準
を
満
足
し
な
か
っ
た
も
の
を
処
理
対
象
と
す
る
。
 

・
対
象
物
を
装
置
内
に
装
入
し
、
自
動
制
御
運
転
に
よ
り
高
真
空
、
高
温
下
で
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
蒸
発
成
分
を
蒸
発
さ
せ
て
除
去
す
る
。
 

・
分
離
回
収
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
液
処
理
工
程
に
移
送
す
る
。
 

・
粗
洗
浄
、
一
次
、
二
次
洗
浄
お
よ
び
判
定
洗
浄
で
使
用
し
た
洗
浄
溶
剤
を
、
蒸
留
操
作
に
よ
り
再
生
洗
浄
溶
剤
と
し
て
回
収
す
る
。
 

・
蒸
留
操
作
は
真
空
蒸
留
方
式
で
、
自
動
制
御
運
転
を
行
う
。
 

・
濃
縮
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
廃
溶
剤
は
液
処
理
工
程
に
移
送
す
る
。
 

・
絶
縁
油
で
濃
度
調
整
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
、
反
応
薬
剤
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
分
散
剤
）
中
に
滴
下
し
て
脱
塩
素
化
分
解
処
理
を
行
う
。
 

・
処
理
は
常
圧
、
反
応
温
度
16
0～
17
0℃
の
条
件
の
も
と
、
バ
ッ
チ
方
式
の
自
動
制
御
運
転
で
実
施
す
る
。
 

・
処
理
済
液
は
反
応
で
生
成
し
た
ビ
フ
ェ
ニ
ル
の
重
合
物
が
含
ま
れ
、
遠
心
分
離
機
で
固
液
分
離
を
行
う
。
 

 

・
前
処
理
払
出
室
か
ら
、
コ
ン
テ
ナ
保
管
さ
れ
た
部
材
を
運
搬
車
両
で
払
出
す
。
 

・
液
処
理
払
出
室
か
ら
、
コ
ン
テ
ナ
保
管
さ
れ
た
液
処
理
残
渣
を
運
搬
車
両
で
払
出
す
。
 

・
屋
外
タ
ン
ク
ヤ
ー
ド
の
処
理
済
油
貯
槽
に
保
管
さ
れ
た
処
理
済
廃
油
を
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
で
払
出
す
。
 

 

参
考
 １
－
４

一
次
洗
浄

解
体
・
分
別

破
砕

液
処
理

払
  

  
  
出

受
入
・
保
管

粗
解
体

真
空
加
熱
分
離

抜
油

粗
洗
浄

二
次
洗
浄

判
定
洗
浄

溶
剤
蒸
留
回
収

凡
例
 
 
 
 
ケ
ー
ス
等

 
 
 
 
 
 
Ｐ
Ｃ
Ｂ
、
廃
油

 
 
 
 
 
 
溶
剤
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後処理槽

脱塩素剤ロ-リ-

反応槽

汚染油計量槽

汚染油受槽 ＰＣＢ濃度調整槽 分解水槽

水

脱塩素剤計量槽

絶縁油小出槽

脱塩素剤槽

オイルスクラバー

深冷クーラー

ミストセパレータ

処理済油受槽

遠心濾過機

固形物コンテナ

濾過待受槽

シールポット

活性炭吸着塔シールポット
（３段）

高圧トランス

高圧トランス

抜油・粗洗浄・粗解体

車両用計器用変圧器
（小型）

１－５　全体処理工程図 参考１－５

精留塔還流槽洗浄後溶剤受槽

洗浄後溶剤分離塔

PCB貯槽 回収溶剤貯槽分離塔還流槽

回収溶剤精留塔

新溶剤供給槽

分離塔凝縮器
精留塔凝縮器

液処理室

抜油
　　

抜油　　粗洗浄

受入コンベア
粗解体室

秤量部品分別

移載ホイスト

一次洗浄バスケット

秤量

リフタ 秤量

エアロック

分別
解体

ケース切断機
小型トランス

ケース
コア 鉄心切断機

小型トランス 小型鉄心／
コイル切断機

銅

素子

コア取出し　　ケ－ス切断

秤量

合格
非含浸物詰替装置

判定待機ラック

移載
不合格

合 格

不合格

秤量

秤量

大型トランス
ケース切断機

大型トランス
鉄心切断機コイル切断機

大型鉄心／

払出

払出

払出

払出払出

コイル

車両用主変圧器

粗解体エリア
粗洗浄エリア

高圧コンデンサ

コンデンサ抜油・解体グローブボックス

一次洗浄装置

 受 入 室

荷捌室（保管室）

判定洗浄装置
非含浸性部材

含浸物搬送装置

（大型） 二次洗浄装置

破砕・選別機

荷捌室（保管室）

含浸性部材

非含浸性部材

解体・分別室

木酢液処理設備

ル－ツポンプ

真空コンデンサ

回収タンク

真空コンデンサ
回収タンク

コンデンサ

回収液３

排気活性炭
フィルタ

回収液２

回収液
（水層）

新 油
シャワ－油

回収液１

新油タンク
シャワ－油

ク－ラ
オイル

回収油静置タンク

（油層）

回収タンク
オイルシャワ－

真空加熱炉

装入装置

排気ダクト

ポンプ
ドライ

ポンプ
ル－ツオイルシャワ－

分離設備

オイル
ク－ラ

二次洗浄・真空加熱分離室破砕室一次洗浄室グローブボックス室

粗解体室

溶剤蒸留回収室

含浸性部材
二次洗浄装置

サンプリング判定待室

常圧
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１
－

８
　

管
理

区
域

レ
ベ

ル
３

（
粗

解
体

室
）
に

お
け

る
作

業
内

容
（
大

型
高

圧
ト

ラ
ン

ス
）

1

2
3

7

4
6

1

1

1
4

1

1
7

1
8

1

2

(A
)＜

受
入

＞
　

：
粗

解
体

室
搬

送
装

置
　

搬
入

し
た

ト
ラ

ン
ス

に
ク

レ
ー

ン
移

送
用

の
玉

掛
け

を
行

い
、

抜
油

・
粗

洗
浄

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

へ
移

送
す

る
。

(E
)＜

コ
ア

と
ケ

ー
ス

の
分

離
＞

：
粗

解
体

タ
ー

ン
テ

ー
ブ

ル
　

ト
ラ

ン
ス

ケ
ー

ス
か

ら
、

天
蓋

と
コ

ア
を

ク
レ

ー
ン

で
引

抜
き

、
分

離
す

る
。

(G
)＜

鉄
心

の
分

離
＞

：
大

型
ト

ラ
ン

ス
鉄

心
切

断
機

　
コ

ア
を

構
成

す
る

複
数

の
コ

イ
ル

を
つ

な
ぐ

鉄
心

部
（
ヨ

ー
ク

）
を

大
型

ト
ラ

ン
ス

鉄
心

切
断

機
で

切
離

す
。

（
Ｉ）

＜
鉄

心
の

切
断

＞
：
大

型
ト

ラ
ン

ス
鉄

心
切

断
機

　
コ

イ
ル

か
ら

分
離

し
た

鉄
心

を
大

型
ト

ラ
ン

ス
鉄

心
切

断
機

に
よ

り
切

断
し

，
洗

浄
バ

ス
ケ

ッ
ト

に
入

れ
る

。

(H
)＜

コ
イ

ル
の

切
断

＞
：
大

型
鉄

心
/
コ

イ
ル

切
断

機
　

切
断

さ
れ

た
コ

イ
ル

に
大

型
鉄

心
/
コ

イ
ル

切
断

機
で

切
込

み
を

入
れ

て
、

中
の

鉄
心

を
引

抜
き

後
、

洗
浄

バ
ス

ケ
ッ

ト
に

入
れ

る
。

(K
)＜

一
次

洗
浄

搬
送

装
置

受
入

＞
：
一

次
洗

浄
搬

送
装

置
　

コ
イ

ル
、

鉄
心

、
ケ

ー
ス

等
を

収
納

し
た

洗
浄

バ
ス

ケ
ッ

ト
を

ク
レ

ー
ン

で
一

次
洗

浄
搬

送
装

置
の

受
入

口
に

運
び

、
一

次
洗

浄
装

置
に

送
る

。

(D
)＜

天
蓋

取
外

し
＞

：
大

型
ト

ラ
ン

ス
ケ

ー
ス

切
断

機
　

大
型

ト
ラ

ン
ス

ケ
ー

ス
切

断
機

に
よ

り
ト

ラ
ン

ス
天

蓋
フ

ラ
ン

ジ
を

切
削

し
、

ケ
ー

ス
と

蓋
を

切
離

す
。

(J
)＜

ケ
ー

ス
切

断
＞

：
大

型
ト

ラ
ン

ス
ケ

ー
ス

切
断

機
　

コ
ア

を
抜

取
っ

た
ケ

ー
ス

を
大

型
ト

ラ
ン

ス
ケ

ー
ス

切
断

機
に

よ
り

切
断

し
、

洗
浄

バ
ス

ケ
ッ

ト
に

入
れ

る
。

(F
)＜

コ
ア

の
反

転
と

補
助

部
材

取
外

し
＞

：
反

転
機

　
コ

ア
を

９
０

°
反

転
し

て
横

置
と

し
、

鉄
心

部
（
ヨ

ー
ク

）
の

補
助

部
材

を
取

外
す

。

(C
)＜

乾
燥

、
外

部
付

属
品

取
外

し
＞

：
粗

解
体

タ
ー

ン
テ

ー
ブ

ル
　

フ
ァ

ン
と

ホ
ー

ス
に

よ
り

ト
ラ

ン
ス

内
部

を
空

気
吸

引
・
乾

燥
後

、
大

型
ト

ラ
ン

ス
ケ

ー
ス

切
断

機
で

の
解

体
に

支
障

と
な

る
外

部
付

属
品

を
解

体
特

殊
工

具
等

を
使

用
し

て
取

外
し

、
洗

浄
バ

ス
ケ

ッ
ト

に
入

れ
る

。

(B
)＜

抜
油

・
粗

洗
浄

＞
：
抜

油
・
粗

洗
浄

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

　
抜

油
・
粗

洗
浄

に
必

要
な

開
口

を
孔

あ
け

し
、

ホ
ー

ス
を

取
付

け
て

抜
油

と
粗

洗
浄

を
行

う
。

孔
あ

け
、

抜
油

、
粗

洗
浄

は
局

所
排

気
装

置
を

併
用

し
て

行
う

。

1

1
1

経
路

N
o
.

移
送

物
移

送
元

移
送

先

1
ト

ラ
ン

ス
受

入
室

受
入

エ
リ

ア

2
ト

ラ
ン

ス
受

入
エ

リ
ア

洗
浄

エ
リ

ア

3
ト

ラ
ン

ス
洗

浄
エ

リ
ア

粗
解

体
タ

ー
ン

テ
ー

ブ
ル

4
ト

ラ
ン

ス
粗

解
体

タ
ー

ン
テ

ー
ブ

ル
大

型
ﾄﾗ

ﾝ
ｽ

ｹ
ｰ

ｽ
切

断
機

5
ト

ラ
ン

ス
〈
天

蓋
切

削
後

）
大

型
ﾄﾗ

ﾝ
ｽ

ｹ
ｰ

ｽ
切

断
機

粗
解

体
タ

ー
ン

テ
ー

ブ
ル

6
天

蓋
、

ケ
ー

ス
粗

解
体

タ
ー

ン
テ

ー
ブ

ル
大

型
ﾄﾗ

ﾝ
ｽ

ｹ
ｰ

ｽ
切

断
機

7
外

部
付

属
品

粗
解

体
タ

ー
ン

テ
ー

ブ
ル

一
次

洗
浄

ﾊ
ﾞｽ

ｹ
ｯ
ﾄ

8
コ

ア
(ｺ

ｲ
ﾙ

３
本

組
）

粗
解

体
タ

ー
ン

テ
ー

ブ
ル

粗
解

体
タ

ー
ン

テ
ー

ブ
ル

9
コ

ア
(ｺ

ｲ
ﾙ

３
本

組
）

粗
解

体
タ

ー
ン

テ
ー

ブ
ル

反
転

機

1
0

付
属

品
,ﾁ

ｬ
ﾝ
ﾈ

ﾙ
反

転
機

一
次

洗
浄

ﾊ
ﾞｽ

ｹ
ｯ
ﾄ

1
1

ｹ
ｰ

ｽ
,天

蓋
切

断
片

大
型

ﾄﾗ
ﾝ
ｽ

ｹ
ｰ

ｽ
切

断
機

一
次

洗
浄

ﾊ
ﾞｽ

ｹ
ｯ
ﾄ

1
2

コ
ア

(ｺ
ｲ
ﾙ

３
本

組
）

反
転

機
大

型
ﾄﾗ

ﾝ
ｽ

鉄
心

切
断

機

1
3

鉄
心

(切
断

片
）

大
型

ﾄﾗ
ﾝ
ｽ

鉄
心

切
断

機
一

次
洗

浄
ﾊ

ﾞｽ
ｹ

ｯ
ﾄ

1
4

コ
ア

(ｺ
ｲ
ﾙ

１
本

）
大

型
ﾄﾗ

ﾝ
ｽ

鉄
心

切
断

機
大

型
鉄

心
/
ｺ
ｲ
ﾙ

切
断

機

1
5

鉄
心

(1
本

）
大

型
鉄

心
/
ｺ
ｲ
ﾙ

切
断

機
大

型
ﾄﾗ

ﾝ
ｽ

鉄
心

切
断

機

1
6

コ
イ

ル
(切

断
片

）
大

型
鉄

心
/
ｺ
ｲ
ﾙ

切
断

機
一

次
洗

浄
ﾊ

ﾞｽ
ｹ

ｯ
ﾄ

1
7

一
次

洗
浄

ﾊ
ﾞｽ

ｹ
ｯﾄ

大
型

ﾄﾗ
ﾝ
ｽ

ｹ
ｰ

ｽ
切

断
機

一
次

洗
浄

搬
送

装
置

受
入

1
8

一
次

洗
浄

ﾊ
ﾞｽ

ｹ
ｯﾄ

粗
解

体
タ

ー
ン

テ
ー

ブ
ル

一
次

洗
浄

搬
送

装
置

受
入

1
9

一
次

洗
浄

ﾊ
ﾞｽ

ｹ
ｯﾄ

大
型

ﾄﾗ
ﾝ
ｽ

鉄
心

切
断

機
一

次
洗

浄
搬

送
装

置
受

入

2
0

一
次

洗
浄

ﾊ
ﾞｽ

ｹ
ｯﾄ

大
型

鉄
心

/
ｺ
ｲ
ﾙ

切
断

機
一

次
洗

浄
搬

送
装

置
受

入

5

8

9

1
0

参
考

１
－

８
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１
－

８
　

管
理

区
域

レ
ベ

ル
３

（
粗

解
体

室
）
に

お
け

る
作

業
内

容
（
小

型
高

圧
ト

ラ
ン

ス
）

1

5

1
0

(B
)＜

抜
油

・
粗

洗
浄

＞
：
抜

油
・
粗

洗
浄

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

　
抜

油
・
粗

洗
浄

に
必

要
な

開
口

を
孔

あ
け

し
、

ホ
ー

ス
を

取
付

け
て

抜
油

と
粗

洗
浄

を
行

う
。

孔
あ

け
、

抜
油

、
粗

洗
浄

は
局

所
排

気
装

置
を

併
用

し
て

行
う

。

(E
)＜

コ
ア

と
ケ

ー
ス

の
分

離
＞

：
粗

解
体

タ
ー

ン
テ

ー
ブ

ル
　

ト
ラ

ン
ス

ケ
ー

ス
か

ら
、

天
蓋

と
コ

ア
を

ク
レ

ー
ン

で
引

抜
き

、
コ

ア
と

ケ
ー

ス
を

そ
れ

ぞ
れ

の
洗

浄
バ

ス
ケ

ッ
ト

に
入

れ
る

。

(F
)＜

一
次

洗
浄

搬
送

装
置

受
入

＞
：
一

次
洗

浄
搬

送
装

置
　

コ
ア

、
ケ

ー
ス

等
を

収
納

し
た

洗
浄

バ
ス

ケ
ッ

ト
を

ク
レ

ー
ン

で
一

次
洗

浄
搬

送
装

置
の

受
入

口
に

運
び

、
一

次
洗

浄
装

置
に

送
る

。

(D
)＜

天
蓋

取
外

し
＞

：
大

型
ト

ラ
ン

ス
ケ

ー
ス

切
断

機
　

大
型

ト
ラ

ン
ス

ケ
ー

ス
切

断
機

に
よ

り
ト

ラ
ン

ス
天

蓋
フ

ラ
ン

ジ
を

切
削

し
、

ケ
ー

ス
と

天
蓋

を
切

離
す

。

(C
)＜

乾
燥

、
外

部
付

属
品

取
外

し
＞

：
粗

解
体

タ
ー

ン
テ

ー
ブ

ル
　

フ
ァ

ン
と

ホ
ー

ス
に

よ
り

ト
ラ

ン
ス

内
部

を
空

気
吸

引
・
乾

燥
後

、
大

型
ト

ラ
ン

ス
ケ

ー
ス

切
断

機
で

の
解

体
に

支
障

と
な

る
外

部
付

属
品

を
解

体
特

殊
工

具
等

を
使

用
し

て
取

外
し

、
洗

浄
バ

ス
ケ

ッ
ト

に
入

れ
る

。
(A

)＜
受

入
＞

：
粗

解
体

室
受

入
コ

ン
ベ

ア
　

搬
入

し
た

ト
ラ

ン
ス

に
ク

レ
ー

ン
移

送
用

の
玉

掛
け

を
行

い
、

抜
油

・
粗

洗
浄

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

へ
移

送
す

る
。

2

4
3

経
路

N
o
.

移
送

物
移

送
元

移
送

先

1
ト

ラ
ン

ス
荷

捌
室

受
入

エ
リ

ア

2
ト

ラ
ン

ス
受

入
エ

リ
ア

小
型

ト
ラ

ン
ス

台
秤

3
ト

ラ
ン

ス
小

型
ト

ラ
ン

ス
台

秤
洗

浄
エ

リ
ア

4
ト

ラ
ン

ス
洗

浄
エ

リ
ア

粗
解

体
タ

ー
ン

テ
ー

ブ
ル

5
ト

ラ
ン

ス
粗

解
体

タ
ー

ン
テ

ー
ブ

ル
大

型
ﾄﾗ

ﾝ
ｽ

ｹ
ｰ

ｽ
切

断
機

6
ト

ラ
ン

ス
〈
天

蓋
切

削
後

）
大

型
ﾄﾗ

ﾝ
ｽ

ｹ
ｰ

ｽ
切

断
機

粗
解

体
タ

ー
ン

テ
ー

ブ
ル

7
外

部
付

属
品

粗
解

体
タ

ー
ン

テ
ー

ブ
ル

一
次

洗
浄

ﾊ
ﾞｽ

ｹ
ｯ
ﾄ

8
コ

ア
粗

解
体

タ
ー

ン
テ

ー
ブ

ル
一

次
洗

浄
ﾊ

ﾞｽ
ｹ

ｯ
ﾄ

9
ケ

ー
ス

粗
解

体
タ

ー
ン

テ
ー

ブ
ル

一
次

洗
浄

ﾊ
ﾞｽ

ｹ
ｯ
ﾄ

1
0

一
次

洗
浄

ﾊ
ﾞｽ

ｹ
ｯ
ﾄ

粗
解

体
タ

ー
ン

テ
ー

ブ
ル

一
次

洗
浄

搬
送

装
置

受
入

6

8
7

9

10



１
－

８
　

管
理

区
域

レ
ベ

ル
３

（
粗

解
体

室
）
に

お
け

る
作

業
内

容
（
車

両
用

主
変

圧
器

）

1

2
3

4

1
3

1
4

(B
)＜

抜
油

・
粗

洗
浄

＞
：
抜

油
・
粗

洗
浄

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

　
抜

油
・
粗

洗
浄

用
ホ

ー
ス

を
ト

ラ
ン

ス
の

ノ
ズ

ル
に

取
付

け
て

抜
油

と
粗

洗
浄

を
行

う
。

(F
)＜

タ
ン

ク
と

コ
ア

の
分

離
・
解

体
＞

：
粗

解
体

タ
ー

ン
テ

ー
ブ

ル
　

上
部

タ
ン

ク
を

ク
レ

ー
ン

で
分

離
し

、
露

出
し

た
コ

ア
か

ら
鉄

心
続

い
て

コ
イ

ル
を

解
体

し
て

洗
浄

バ
ス

ケ
ッ

ト
に

入
れ

る
。

タ
ン

ク
は

大
型

ト
ラ

ン
ス

ケ
ー

ス
切

断
機

に
移

送
す

る
。

(H
)＜

一
次

洗
浄

搬
送

装
置

受
入

＞
：
一

次
洗

浄
搬

送
装

置
　

コ
イ

ル
、

鉄
心

、
タ

ン
ク

等
を

収
納

し
た

洗
浄

バ
ス

ケ
ッ

ト
を

ク
レ

ー
ン

で
一

次
洗

浄
搬

送
装

置
の

受
入

口
に

運
び

、
一

次
洗

浄
装

置
に

送
る

。

(E
)＜

ト
ラ

ン
ス

タ
ン

ク
の

上
下

切
離

し
＞

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
：
大

型
ト

ラ
ン

ス
ケ

ー
ス

切
断

機
　

大
型

ト
ラ

ン
ス

ケ
ー

ス
切

断
機

に
よ

り
ト

ラ
ン

ス
タ

ン
ク

の
上

下
接

続
部

を
切

離
す

。
(G

)＜
ト

ラ
ン

ス
タ

ン
ク

の
タ

ン
ク

切
断

＞
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

：
大

型
ト

ラ
ン

ス
ケ

ー
ス

切
断

機
　

コ
ア

を
分

離
し

た
タ

ン
ク

を
大

型
ト

ラ
ン

ス
ケ

ー
ス

切
断

機
に

よ
り

切
断

し
、

洗
浄

バ
ス

ケ
ッ

ト
に

入
れ

る
。

(D
)＜

変
圧

器
の

反
転

、
外

部
付

属
品

の
切

断
＞

：
反

転
機

　
反

転
機

を
使

用
し

て
ト

ラ
ン

ス
を

縦
起

こ
し

、
大

型
ト

ラ
ン

ス
ケ

ー
ス

切
断

機
に

よ
る

タ
ン

ク
の

上
下

切
離

し
に

支
障

と
な

る
残

り
の

外
部

付
属

品
を

解
体

特
殊

工
具

等
を

操
作

し
て

取
外

し
、

洗
浄

バ
ス

ケ
ッ

ト
に

入
れ

る
。

(C
)＜

外
部

付
属

品
取

外
し

＞
：
粗

解
体

タ
ー

ン
テ

ー
ブ

ル
　

解
体

特
殊

工
具

等
を

操
作

し
、

ト
ラ

ン
ス

の
横

置
き

状
態

で
取

外
せ

る
外

部
付

属
品

を
取

外
し

、
洗

浄
バ

ス
ケ

ッ
ト

に
入

れ
る

。

(A
)＜

受
入

＞
：
粗

解
体

室
搬

送
装

置
　

搬
入

し
た

ト
ラ

ン
ス

に
ク

レ
ー

ン
移

送
用

の
玉

掛
け

を
行

い
、

抜
油

・
粗

洗
浄

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

へ
移

送
す

る
。

1
2

経
路

N
o
.

移
送

物
移

送
元

移
送

先

1
変

圧
器

受
入

室
受

入
エ

リ
ア

2
変

圧
器

受
入

エ
リ

ア
洗

浄
エ

リ
ア

3
変

圧
器

洗
浄

エ
リ

ア
粗

解
体

タ
ー

ン
テ

ー
ブ

ル

4
変

圧
器

粗
解

体
タ

ー
ン

テ
ー

ブ
ル

反
転

機

5
変

圧
器

反
転

機
反

転
機

（
ﾀ
ｰ

ﾝ
ﾃ
ｰ

ﾌ
ﾞﾙ

)

6
変

圧
器

反
転

機
（
ﾀ
ｰ

ﾝ
ﾃ
ｰ

ﾌ
ﾞﾙ

)
大

型
ﾄﾗ

ﾝ
ｽ

ｹ
ｰ

ｽ
切

断
機

7
変

圧
器

(上
下

切
断

後
）

大
型

ﾄﾗ
ﾝ
ｽ

ｹ
ｰ

ｽ
切

断
機

粗
解

体
タ

ー
ン

テ
ー

ブ
ル

8
タ

ン
ク

粗
解

体
タ

ー
ン

テ
ー

ブ
ル

大
型

ﾄﾗ
ﾝ
ｽ

ｹ
ｰ

ｽ
切

断
機

9
外

部
付

属
品

粗
解

体
タ

ー
ン

テ
ー

ブ
ル

一
次

洗
浄

ﾊ
ﾞｽ

ｹ
ｯ
ﾄ

1
0

コ
ア

粗
解

体
タ

ー
ン

テ
ー

ブ
ル

一
次

洗
浄

ﾊ
ﾞｽ

ｹ
ｯ
ﾄ

1
1

タ
ン

ク
粗

解
体

タ
ー

ン
テ

ー
ブ

ル
一

次
洗

浄
ﾊ

ﾞｽ
ｹ

ｯ
ﾄ

1
2

タ
ン

ク
（
切

断
片

）
大

型
ﾄﾗ

ﾝ
ｽ

ｹ
ｰ

ｽ
切

断
機

一
次

洗
浄

ﾊ
ﾞｽ

ｹ
ｯ
ﾄ

1
3

一
次

洗
浄

ﾊ
ﾞｽ

ｹ
ｯ
ﾄ

大
型

ﾄﾗ
ﾝ
ｽ

ｹ
ｰ

ｽ
切

断
機

一
次

洗
浄

搬
送

装
置

受
入

1
4

一
次

洗
浄

ﾊ
ﾞｽ

ｹ
ｯ
ﾄ

粗
解

体
タ

ー
ン

テ
ー

ブ
ル

一
次

洗
浄

搬
送

装
置

受
入

5

6

7

1
09 1
1

8

11



１
－

9
　

主
な

使
用

薬
剤

等
 

危
規

則
特

化
則

/
特

定
化

学
物

質
有

機
則

有
機

溶
剤

危
険

物
そ

の
他

労
衛

則

1
)

溶
剤

 (
N

S
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾝ
2
2
0
P

)
Ｐ

Ｃ
Ｂ

洗
浄

溶
剤

第
4
類

第
3
石

油
類

2
)

絶
縁

油
排

気
洗

浄
用

第
4
類

第
3
石

油
類

3
)

冷
媒

 （
H

F
C

4
0
7
C

）
Ｐ

Ｃ
Ｂ

洗
浄

装
置

冷
却

用
冷

凍
機

4
)

活
性

炭
排

気
清

浄
用

指
定

可
燃

物
5
)

切
削

助
剤

解
体

切
断

用
第

4
類

第
3
石

油
類

1
)

絶
縁

油
シ

ャ
ワ

ー
洗

浄
溶

剤
第

4
類

第
3
石

油
類

2
)

活
性

炭
排

気
清

浄
用

指
定

可
燃

物
3
)

冷
媒

 （
H

F
C

4
0
7
C

）
凝

縮
器

類
冷

却
用

冷
凍

機
4
)

ヘ
リ

ウ
ム

 （
9
9
.9

9
%
）

リ
ー

ク
テ

ス
ト

用
高

圧
容

器

5
)

N
aO

H
オ

イ
ル

シ
ャ

ワ
ー

洗
浄

用
第

3
腐

食
性

物
質

3
2
6
条

腐
食

性
液

体
1
)

活
性

炭
排

気
清

浄
用

指
定

可
燃

物
2
)

絶
縁

油
Ｐ

Ｃ
Ｂ

濃
度

調
整

溶
剤

第
4
類

第
3
石

油
類

3
)

ナ
ト

リ
ウ

ム
分

散
体

 （
S
D

-
1
5
）

Ｐ
Ｃ

Ｂ
分

解
処

理
剤

第
4
類

第
3
石

油
類

4
)

熱
媒

油
 （

サ
ー

ム
Ｓ

８
０

０
）

反
応

槽
加

熱
、

冷
却

用
第

4
類

第
3
石

油
類

5
)

冷
媒

油
 （

ナ
イ

ブ
ラ

イ
ン

）
排

気
吸

収
塔

冷
却

用
5
7
条

の
2

通
知

対
象

冷
凍

機
第

1
種

4
3

(ｴ
ﾁ
ﾚ
ﾝ
ｸ
ﾞﾘ

ｺ
ｰ

ﾙ
)

3
.

排
水

処
理

設
備

1
)

N
aO

H
 （

2
5
w

t%
溶

液
）

水
質

調
整

用
第

3
腐

食
性

物
質

3
2
6
条

腐
食

性
液

体

2
)

H
2
S
O

4
 （

7
5
w

t%
溶

液
）

水
質

調
整

用
貯

蔵
の

届
出

(2
0
0
kg

)
第

3
腐

食
性

物
質

第
三

類
3
2
6
条

腐
食

性
液

体
4
.

換
気

空
調

設
備

1
)

活
性

炭
 （

粒
状

G
2
×

）
排

気
清

浄
用

指
定

可
燃

物
4
.1

吸
着

塔
（
活

性
炭

ﾌ
ｨﾙ

ﾀ
ｰ

）
2
)

冷
媒

 （
H

F
C

4
0
7
C

）
凝

縮
器

用
冷

水
製

造
用

冷
凍

機
1
)

並
塩

軟
水

製
造

用

2
)

清
缶

剤
ﾎ

ﾞｲ
ﾗ
水

質
調

整
用

第
3

腐
食

性
物

質

3
)

復
水

系
防

食
剤

ﾎ
ﾞｲ

ﾗ
水

質
調

整
用

第
1
種

2
5
3

(ﾋ
ﾄﾞ

ﾗ
ｼ
ﾞﾝ

)

4
)

硬
度

判
定

指
示

薬
ﾎ

ﾞｲ
ﾗ
水

質
検

査
用

 （
ｴ
ﾘ
ｵ

ｸ
ﾛ
ﾑ

ﾌ
ﾞﾗ

ｯ
ｸ
Ｔ

）
第

1
種

2
5
3

(ﾋ
ﾄﾞ

ﾗ
ｼ
ﾞﾝ

)
（
ﾀ
ﾝ
ｸ
ﾔ

ｰ
ﾄﾞ

)
5
)

L
S
A

重
油

ﾎ
ﾞｲ

ﾗ
燃

料
第

4
類

第
3
石

油
類

1
)

標
準

ガ
ス

純
度

検
定

用
O

2
：
2
0
0
0
pp

m
　

高
圧

容
器

2
)

窒
素

 (
ﾎ

ﾞﾝ
ﾍ

ﾞ)
非

常
用

高
圧

容
器

1
)

粉
末

消
火

剤
 （

A
B

C
）

消
火

用
2
)

金
属

ﾅ
ﾄﾘ

ｳ
ﾑ

消
火

剤
(ﾅ

ﾄﾚ
ｯ
ｸ
ｽ

)
消

火
用

3
)

窒
素

消
火

剤
噴

霧
用

 （
1
5
M

P
a､

6
8
Ｌ

）
高

圧
容

器
1
)

活
性

炭
排

気
清

浄
用

2
)

ノ
ル

マ
ル

ヘ
キ

サ
ン

試
薬

（
P

C
B

分
析

用
）

第
4
類

第
1
石

油
類

引
火

性
液

体
　

○
引

火
性

の
物

3
)

ア
セ

ト
ン

試
薬

（
P

C
B

分
析

用
）

第
4
類

第
1
石

油
類

引
火

性
液

体
　

○
引

火
性

の
物

4
)

ト
ル

エ
ン

試
薬

第
4
類

第
1
石

油
類

引
火

性
液

体
　

○
引

火
性

の
物

第
1
種

2
2
7

5
)

無
水

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
試

薬
（
P

C
B

分
析

用
）

6
)

シ
リ

カ
ゲ

ル
試

薬
（
P

C
B

分
析

用
）

7
)

K
O

H
試

薬
第

3
腐

食
性

物
質

8
)

カ
ー

ル
フ

ィ
シ

ャ
ー

試
薬

A
（
ア

ク
ア

ミ
ク

ロ
ン

Ａ
Ｘ

）
水

分
測

定
用

第
4
類

第
1
石

油
類

第
三

類
(S

O
2
）

○
(ﾒ

ﾀ
ﾉｰ

ﾙ
)

引
火

性
の

物
(ﾒ

ﾀ
ﾉｰ

ﾙ
）

9
)

カ
ー

ル
フ

ィ
シ

ャ
ー

試
薬

Ｂ
（
ア

ク
ア

ミ
ク

ロ
ン

Ｃ
Ｘ

Ｕ
）

水
分

測
定

用
第

4
類

第
2
石

油
類

○
(ﾒ

ﾀ
ﾉｰ

ﾙ
)

引
火

性
の

物
(ﾒ

ﾀ
ﾉｰ

ﾙ
）

第
1
種

4
3

(ｴ
ﾁ
ﾚ
ﾝ
ｸ
ﾞﾘ

ｺ
ｰ

ﾙ
)

1
0
)

6
3
N

i
Ｇ

Ｃ
-
Ｅ

Ｃ
Ｄ

放
射

性
物

質
(電

離
則

)
1
1
)

窒
素

  
（
７

ｍ
3
ボ

ン
ベ

）
ガ

ス
ク

ロ
分

析
用

高
圧

容
器

1
2
)

水
素

  
（
７

ｍ
3
ボ

ン
ベ

）
ガ

ス
ク

ロ
分

析
用

可
燃

性
ガ

ス
高

圧
容

器
1
3
)

ア
ル

ゴ
ン

  
（
７

ｍ
3
ボ

ン
ベ

）
塩

素
分

析
用

高
圧

容
器

1
4
)

ヘ
リ

ウ
ム

  
（
７

ｍ
3
ボ

ン
ベ

）
ガ

ス
ク

ロ
分

析
用

高
圧

容
器

1
5
)

酸
素

  
（
７

ｍ
3
ボ

ン
ベ

）
塩

素
分

析
用

高
圧

容
器

1
6
)

空
気

  
 （

７
ｍ

3
ボ

ン
ベ

）
ガ

ス
ク

ロ
分

析
用

高
圧

容
器

1
)

Ｐ
Ｃ

Ｂ
（
K
C

3
0
0
）

P
C

B
標

準
試

料
第

4
類

第
3
石

油
類

有
害

性
物

質
第

一
類

第
1
種

3
3
6

2
)

２
、

４
-
ｼ
ﾞｸ

ﾛ
ﾛ
ﾄﾙ

ｴ
ﾝ

標
準

試
料

ガ
ス

第
4
類

第
3
石

油
類

第
4

毒
物

消
防

法
用

途
原

料
・
副

資
材

Ｐ
Ｒ

Ｔ
Ｒ

政
令

番
号

安
衛

法
高

圧
ガ

ス
保

安
法

設
備

名
N

o
.

5
.2

窒
素

製
造

設
備

前
処

理
設

備
1
.2

を
除

く
前

処
理

設
備

液
処

理
設

備
2
.

1
.2

真
空

加
熱

分
離

装
置

1
.

防
災

設
備

粉
末

消
火

設
備

5
.

5
.1

用
役

設
備

ボ
イ

ラ
ー

設
備

6
.

6
.1

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

8
.

分
析

設
備

7
.

参
考

　
1
-
9

12



7
．

取
扱

い
及

び
保

管
上

の
注

意

  
 製

品
安

全
デ

ー
タ

シ
ー

ト
取

扱
い

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  

 ①
指

定
数

量
以

上
の

量
を

取
り

扱
う

場
合

に
は

、
法

で
定

め
ら

れ
た

基
準

に
満

足
す

る
製

造
所

、
貯

蔵
所

、
取

扱
所

で
行

う
。

②
炎

、
火

花
ま

た
は

高
温

体
と

の
接

触
を

避
け

る
と

と
も

に
、

み
だ

り
に

蒸
気

を
飛

散
さ

せ
な

い
こ

と
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
  
  
  
  
  
  
  
  
　

会
社

　
　

　
　

　
 日

鉱
石

油
化

学
株

式
会

社
③

静
電

気
対

策
を

行
い

、
作

業
衣

、
靴

等
も

導
電

性
の

も
の

を
用

い
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
  
  
  
  
　

  
  
  
  
住

所
　

　
　

　
　

 東
京

都
港

区
虎

ノ
門

二
丁

目
１

０
番

１
号

④
口

で
油

を
吸

い
上

げ
る

よ
う

な
こ

と
（
ｻ

ｲ
ﾎ

ﾝ
）
は

し
な

い
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
  
  
  
  
  
  
  
  
　

担
当

部
門

　
　

　
化

成
品

第
二

部
 

⑤
皮

膚
に

触
れ

た
り

、
目

に
入

る
可

能
性

の
あ

る
場

合
は

保
護

具
を

着
用

す
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
  
  
  
  
  
  
  
  
　

電
話

番
号

　
　

 　
０

３
－

５
５

７
３

－
６

９
８

７
⑥

室
内

で
取

り
扱

い
を

行
う

場
合

は
、

十
分

な
換

気
を

行
う

。
 換

気
装

置
を

つ
け

る
場

合
は

、
防

爆
タ

イ
プ

を
用

い
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
  
  
  
  
  
  
  
  
　

Ｆ
Ａ

Ｘ
番

号
　

  
  
 ０

３
－

５
５

７
３

－
６

９
８

６
⑦

容
器

を
転

倒
さ

せ
た

り
、

衝
撃

を
与

え
る

等
の

粗
暴

な
取

り
扱

い
は

し
な

い
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  
 　

  
  
  
  
　

作
成

(0
1
)　

　
　

2
0
0
1
年

0
9
月

0
1
日

⑧
一

度
栓

を
開

け
た

容
器

は
必

ず
密

栓
し

て
お

く
こ

と
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
 　

　
  
  
  
  
　

保
管

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  

①
冷

暗
所

で
換

気
の

良
い

場
所

に
保

管
す

る
。

②
危

険
物

の
表

示
を

し
て

保
管

す
る

。

Ｍ
Ｓ

Ｄ
Ｓ

　
N

o
. 

7
0
9
0
6
6
-
0
1

③
熱

、
ス

パ
ー

ク
、

火
炎

並
び

に
静

電
気

蓄
積

を
避

け
る

。

1
．

製
品

名
④

保
管

場
所

で
使

用
す

る
電

気
製

品
は

防
爆

構
造

と
し

、
器

具
類

は
接

地
す

る
。

Ｎ
Ｓ

ク
リ

ー
ン

２
２

０
Ｐ

⑤
ハ

ロ
ゲ

ン
類

、
強

酸
類

、
ア

ル
カ

リ
類

、
酸

化
性

物
質

と
の

接
触

並
び

に
同

一
場

所
で

の
保

管
を

避
け

2
．

組
成

・
成

分
情

報
る

。

単
一

製
品

・
混

合
物

の
区

別
単

一
製

品

化
学

名
ノ

ル
マ

ル
パ

ラ
フ

ィ
ン

8
．

暴
露

防
止

及
び

保
護

措
置

成
分

及
び

含
有

量
ノ

ル
マ

ル
パ

ラ
フ

ィ
ン

　
９

８
．

５
％

以
上

管
理

濃
度

規
定

な
し

化
学

式
ま

た
は

構
造

式
Ｃ

ｎ
H

２
n
＋

２
許

容
濃

度

官
報

公
示

整
理

番
号

(2
)－

１
０

　
（
化

審
法

）
　

　
日

本
産

業
衛

生
学

会
記

載
な

し

Ｃ
Ａ

Ｓ
　

Ｎ
ｏ
．

６
４

７
７

１
－

７
１

－
７

　
　

Ａ
Ｃ

Ｇ
ＩＨ

記
載

な
し

設
備

対
策

取
り

扱
い

に
つ

い
て

は
、

で
き

る
だ

け
密

閉
さ

れ
た

装
置

、
機

器
又

は
局

所
排

気
装

置
を

使
用

す
る

。

3
．

危
険

・
有

害
性

の
要

約
保

護
具

接
触

の
あ

り
そ

う
な

場
合

は
、

側
面

シ
ー

ル
ド

付
保

護
メ

ガ
ネ

、
長

袖
の

上
衣

お
よ

び
耐

油
性

手
袋

を
着

用
す

る
。

分
類

の
名

称
引

火
性

液
体

危
険

性
可

燃
性

。
常

温
で

は
引

火
し

な
い

が
、

布
に

浸
み

込
ま

せ
た

り
加

熱
す

る
と

引
火

し
や

す
く

な
る

。
9
．

物
理

的
及

び
化

学
的

性
質

有
害

性
外

観
無

色
透

明
の

液
体

　
（
皮

膚
）

皮
膚

に
触

れ
る

と
炎

症
を

起
こ

す
こ

と
が

あ
る

。
臭

気
弱

い
パ

ラ
フ

ィ
ン

臭

　
（
目

）
目

に
入

る
と

炎
症

を
起

こ
す

こ
と

が
あ

る
。

密
度

（
1
5
℃

・
 g

/
cm

3
）

０
．

７
５

２

　
（
吸

入
）

蒸
気

を
吸

入
す

る
と

、
吐

き
気

、
頭

痛
、

め
ま

い
を

起
こ

す
こ

と
が

あ
る

。
屈

折
率

（
2
0
℃

）
１

.４
２

１

　
（
飲

み
込

む
）

飲
み

込
む

と
下

痢
、

嘔
吐

す
る

こ
と

が
あ

る
。

沸
点

（
℃

）
２

０
８

～
２

１
１

引
火

点
（
℃

）
８

６

4
．

応
急

措
置

発
火

点
（
℃

）
２

０
３

皮
膚

に
付

い
た

場
合

汚
染

し
た

衣
服

を
脱

ぎ
、

触
れ

た
部

位
を

多
量

の
水

及
び

石
鹸

で
洗

い
流

す
。

爆
発

範
囲

（
vo

l%
）

０
．

６
～

５
．

５

目
に

入
っ

た
場

合
直

ち
に

清
浄

な
水

で
１

５
分

間
以

上
洗

眼
し

、
眼

科
医

の
手

当
て

を
受

け
る

。
融

点
（
℃

）
－

９
．

６

吸
入

し
た

場
合

直
ち

に
空

気
の

新
鮮

な
場

所
に

移
し

、
医

師
の

手
当

て
を

受
け

る
。

水
溶

解
度

（
g/

L
）

０
．

０
５

 （
２

０
℃

）

飲
み

込
ん

だ
場

合
無

理
に

吐
か

せ
な

い
で

医
師

の
手

当
て

を
受

け
る

。
蒸

気
比

重
（
空

気
＝

１
）

５
．

９

塩
素

分
（
w
tp

p
m

）
１

以
下

5
．

火
災

時
の

措
置

全
酸

価
（
m

gK
O

H
/
g）

０
.０

１
以

下

消
火

方
法

窒
息

消
火

。
初

期
消

火
に

は
、

粉
末

、
炭

酸
ガ

ス
、

泡
沫

、
砂

な
ど

を
用

い
る

。

消
火

剤
粉

末
、

炭
酸

ガ
ス

、
泡

沫
、

砂
1
0
．

安
定

性
及

び
反

応
性

可
燃

性
常

温
で

は
引

火
し

な
い

が
、

布
に

浸
み

込
ま

せ
た

り
加

熱
す

る
と

引
火

し
や

す
く

な
る

。

6
．

漏
出

時
の

措
置

発
火

性
・
酸

化
性

な
し

①
漏

洩
し

た
液

は
土

砂
、

土
の

う
な

ど
で

流
出

を
防

止
す

る
。

大
量

漏
洩

で
池

の
よ

う
に

な
っ

た
り

、
防

油
堤

内
に

溜
ま

っ
た

場
合

は
、

バ
キ

ュ
ー

ム
カ

ー
、

移
動

ポ
ン

プ
を

使
用

し
空

容
器

に
回

収
す

る
。

量
が

少
な

い
場

合
は

土
砂

、
お

が
く

ず
、

ウ
エ

ス
な

ど
に

吸
収

さ
せ

る
と

作
業

が
行

い
や

す
い

。

安
定

性
・
反

応
性

通
常

の
取

り
扱

い
条

件
に

お
い

て
は

安
定

で
あ

る
。

酸
化

性
物

質
等

と
触

れ
る

と
反

応
す

る
危

険
性

が
あ

る
。

②
回

収
し

た
液

体
を

廃
棄

す
る

と
き

は
、

焼
却

炉
の

火
室

へ
噴

霧
す

る
か

、
お

が
く

ず
、

ウ
エ

ス
な

ど
に

吸
収

さ
せ

て
、

焼
却

炉
で

少
量

ず
つ

安
全

に
処

理
す

る
。

③
作

業
に

際
し

て
は

、
風

下
を

避
け

保
護

具
を

着
用

す
る

な
ど

し
て

、
蒸

気
を

吸
入

し
た

り
、

皮
膚

に
付

着
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

洗
浄
油

13



1
1
．

有
害

性
情

報
急

性
毒

性
経

口
  
  
ラ

ッ
ト
  
  
  
Ｌ

Ｄ
5
0
  
 1

5
g/

kg
 以

上
（
推

定
値

）

刺
激

性
ウ

サ
ギ

の
皮

膚
に

対
し

て
、

紅
斑

、
浮

腫
等

の
刺

激
性

を
示

す
。

変
異

原
性

現
在

の
と

こ
ろ

有
用

な
情

報
な

し
。

1
2
．

環
境

影
響

情
報

分
解

性
現

在
の

と
こ

ろ
有

用
な

情
報

な
し

。

蓄
積

性
現

在
の

と
こ

ろ
有

用
な

情
報

な
し

。

魚
毒

性
現

在
の

と
こ

ろ
有

用
な

情
報

な
し

。

1
3
．

廃
棄

上
の

注
意

①
焼

却
処

分
に

あ
た

っ
て

は
、

焼
却

炉
の

火
室

へ
噴

霧
す

る
か

、
お

が
く

ず
、

ウ
エ

ス
な

ど
に

吸
収

さ
せ

て
、

焼
却

炉
で

少
量

ず
つ

安
全

に
処

理
す

る
。

②
大

量
の

処
理

は
産

業
廃

棄
物

処
理

業
者

に
依

頼
す

る
。

③
海

、
河

川
、

湖
そ

の
付

近
及

び
排

水
溝

に
廃

棄
し

て
は

な
ら

な
い

。

④
そ

の
他

関
係

法
令

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

従
う

。

1
4
．

輸
送

上
の

注
意

国
連

分
類

国
連

の
基

準
で

評
価

し
て

、
危

険
物

に
該

当
し

な
い

。

（
引

火
性

液
体

（
6
1
℃

以
下

の
も

の
が

該
当

）
の

範
囲

を
超

え
て

い
る

。
）

①
運

搬
容

器
及

び
包

装
の

外
部

に
、

品
名

、
数

量
、

危
険

等
級

及
び

 ｢
火

気
厳

禁
」
 の

表
示

を
す

る
。

②
指

定
数

量
以

上
を

車
両

で
運

搬
す

る
場

合
は

、
 「

危
」
 の

標
識

を
車

両
前

後
に

表
示

し
、

消
火

設
備

を
備

え
る

。
③

陸
上

輸
送

の
場

合
、

運
送

時
の

積
み

重
ね

高
さ

は
 ３

m
 以

下
と

す
る

。

④
第

1
類

及
び

第
6
類

の
危

険
物

と
の

混
載

禁
止

。

⑤
そ

の
他

関
係

法
令

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

従
う

。

1
5
．

適
用

法
令

消
防

法
危

険
物

第
4
類

第
三

石
油

類
 （

非
水

溶
性

液
体

）

危
険

等
級

 Ⅲ

1
6
．

そ
の

他
の

情
報

記
載

内
容

の
問

合
せ

先
日

鉱
石

油
化

学
（
株

）
 化

成
品

第
二

部
  
技

術
サ

ポ
ー

ト
グ

ル
ー

プ

T
E
L
  
0
3
-
5
5
7
3
-
6
9
8
８

引
用

文
献

製
品

安
全

デ
ー

タ
シ

ー
ト
の

作
成

指
針

  
  

  
  
  
  
  
  
 （

（
社

）
日

本
化

学
工

業
協

会
）

石
油

製
品

安
全

デ
ー

タ
シ

ー
ト
作

成
の

手
引

き
  
  
  
 （

石
油

連
盟

）

セ
イ

フ
テ

ィ
デ

ー
タ

シ
ー

ト
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
（
日

本
芳

香
族

工
業

会
）

溶
剤

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
（
講

談
社

）

化
学

防
災

指
針

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 （

日
本

化
学

会
 ・

 丸
善

（
株

）
）

製
品

安
全

デ
ー

タ
シ

ー
ト
は

、
危

険
有

害
な

化
学

製
品

に
つ

い
て

安
全

な
取

扱
い

を
確

保
す

る
た

め
の

参
考

情
報

と
し

て
取

扱
う

事
業

者
に

提
供

さ
れ

る
も

の
で

す
。

取
扱

う
事

業
者

は
、

こ
れ

を
参

考
と

し
て

自
ら

の
責

任
に

お
い

て
個

々
の

取
扱

い
等

の
実

態
に

応
じ

た
適

切
な

処
置

を
講

ず
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

こ
と

を
理

解
し

た
上

で
活

用
さ

れ
る

よ
う

お
願

い
し

ま
す

。

　
従

っ
て

本
デ

ー
タ

シ
ー

ト
そ

の
も

の
は

安
全

の
保

証
書

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

以
上
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電
話
番
号
:0
3-
32
45
-6
15
0 
 
 
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
:0
3-
32
45
-6
27
8 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
緊
急
連
絡
先
: 
資
源
再
利
用
グ
ル
ー
プ
 
 
 
  
電
話
番
号
: 
03
-3
24
5-
61
50
 

整
理
番
号
: 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
本
木
工
場
保
安
セ
ン
タ
ー
(夜
間
・
休
日
) 
 
02
55
-8
1-
23
11
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
作
成
:平
成
 1
3 
年
  
5 
月
 3
1 
日
 
 
 
改
訂
- 
: 
平
成
  
  
年
  
  
月
  
  
日
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

製
品
名
(商
品
名
) 
 
Ｓ
Ｄ
－
１
５
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

物
質
の
特
定
 
 
 
区
 
別
：
混
合
製
品
 

 
 
 
 
 
 
 
 
化
学
名
：
石
油
系
炭
化
水
素
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
分
散
さ
せ
た
混
合
物
 

成
分
名
 

ナ
ト
リ
ウ
ム
 

石
油
系
炭
化
水
素
 

含
有
量
 

１
５
％
 

８
５
％
 

化
学
式
: 

Ｎ
ａ
 

特
定
で
き
な
い
 

対
象
外
，
元
素
 

官
報
公
示
 

整
理
番
号
 

化
審
法
 

安
衛
法
 

対
象
外
，
元
素
 

既
存
化
学
物
質
 

企
業
秘
密
で
記
載
で
き
な
い
 

Ｃ
Ａ
Ｓ
 
Ｎ
ｏ
．
 

７
４
４
０
－
２
３
－
５
 

企
業
秘
密
で
記
載
で
き
な
い
 

国
連
分
類
 

ク
ラ
ス
 

国
連
番
号
 

品
 
 
名
 

容
器
等
級
 

４
．
３
(可
燃
性
物
質
類
 
水
反
応
可
燃
性
物
質
) 

１
３
９
１
 

ア
ル
カ
リ
金
属
懸
濁
物
又
は
ア
ル
カ
リ
土
類
金
属
懸
濁
物
 

１
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

危
険
有
害
性
の
分
類
 
分
類
の
名
称
: 
自
然
発
火
性
物
質
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
危
険
性
: 
 
  
蒸
気
密
度
が
空
気
よ
り
低
く
底
部
に
滞
留
し
や
す
く
，
ま
た
，
静
電
気
が
蓄
積
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 し
や
す
い
た
め
，
引
火
・
爆
発
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 水
と
接
触
す
る
と
可
燃
性
の
水
素
ガ
ス
を
発
生
し
，
反
応
熱
で
発
火
し
，
引
火
・
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 爆
発
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
有
害
性
: 
 
 
眼
に
入
っ
た
り
，
発
汗
し
た
皮
膚
に
触
れ
る
と
，
熱
傷
と
薬
傷
を
受
け
る
。
失
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 明
の
恐
れ
が
あ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
環
境
影
響
: 
 
水
と
接
触
す
る
と
強
ア
ル
カ
リ
性
の
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
生
成
す
る
の
で
環
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 境
に
有
害
で
あ
る
。
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

応
急
処
置
 
 
 
 
 
眼
に
入
っ
た
場
合
: 
 
 
直
ち
に
清
浄
な
水
(水
道
水
)で
15
分
間
以
上
洗
眼
(眼
球
，
ま
ぶ
た
の
隅
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 々
ま
で
)し
，
速
や
か
に
眼
科
医
の
手
当
を
受
け
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
皮
膚
に
付
着
し
た
場
合
: 
汚
染
し
た
衣
類
や
靴
を
脱
ぎ
，
多
量
の
水
で
15
分
間
以
上
洗
い
流
し
，
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 速
や
か
に
医
師
の
手
当
を
受
け
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
吸
入
し
た
場
合
: 
 
 
 
被
災
者
を
直
ち
に
空
気
の
新
鮮
な
場
所
に
移
し
，
安
静
，
保
温
を
保
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ち
速
や
か
に
医
師
の
手
当
を
受
け
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
飲
み
込
ん
だ
場
合
: 
 
 
直
ち
に
多
量
の
水
で
口
の
中
を
洗
っ
た
後
，
多
量
の
水
を
飲
ま
せ
，
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 こ
れ
を
自
然
に
吐
か
せ
，
速
や
か
に
医
師
の
手
当
を
受
け
る
。
 

  

 
製
品
名
：
 
Ｓ
Ｄ
－
15
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4 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

火
災
時
の
処
置
 
 
消
 火
 剤
: 
金
属
火
災
・
ナ
ト
リ
ウ
ム
火
災
用
消
火
粉
末
，
重
曹
粉
末
消
火
器
，
乾
燥
ソ
ー
ダ
灰
，
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 乾
燥
黒
鉛
粉
末
，
乾
燥
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
，
乾
燥
砂
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
消
火
剤
;  
水
，
炭
酸
ガ
ス
，
ハ
ロ
ゲ
ン
系
消
火
剤
，
泡
消
火
器
，
通
常
の
粉
末
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
消
火
剤
。
 

 消
火
方
法
 
 
1)
消
火
作
業
に
は
，
自
吸
式
呼
吸
保
護
具
を
含
む
適
切
な
消
火
用
保
護
用
具
を
着
用
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
2)
周
辺
火
災
の
場
合
は
，
速
や
か
に
容
器
を
安
全
な
場
所
に
移
す
。
 

 
 
 
 
 
 
3)
着
火
し
た
場
合
は
，
金
属
火
災
用
・
ナ
ト
リ
ウ
ム
用
粉
末
消
火
器
，
重
曹
粉
末
消
火
器
で
消
火
す
る
。
消
 

 
 
 
 
 
 
 
火
後
，
金
属
火
災
用
粉
末
，
乾
燥
し
た
ソ
ー
ダ
灰
，
乾
燥
砂
等
で
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
露
出
し
な
い
よ
う
に
完
 

 
 
 
 
 
 
 
全
に
覆
う
。
消
火
後
，
燃
焼
物
が
完
全
に
冷
却
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
固
化
し
た
こ
と
を
確
認
し
，
密
閉
で
き
る
 

 
 
 
 
 
 
 
空
容
器
に
回
収
し
，
そ
の
上
を
乾
燥
し
た
ソ
ー
ダ
灰
，
砂
等
で
覆
い
，
密
閉
し
安
全
な
場
所
に
移
す
。
 

 
 
 
 
 
 
4)
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
燃
焼
に
よ
り
過
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
生
成
す
る
。
こ
れ
は
，
酸
化
性
を
有
し
，
可
燃
物
と
 

 
 
 
 
 
 
 
接
触
す
る
と
発
火
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
，
早
く
処
理
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
処
理
方
法
は
，
廃
棄
上
の
注
意
を
参
照
の
事
。
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

漏
出
時
の
措
置
 
 
1)
作
業
の
際
に
は
，
必
ず
，
保
護
具
を
着
用
の
こ
と
。
保
護
具
に
つ
い
て
は
，
暴
露
防
止
措
置
を
参
照
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
事
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
2)
漏
出
し
た
場
所
の
周
辺
に
は
ロ
ー
プ
を
張
る
な
ど
し
て
「
立
入
禁
止
」
及
び
「
禁
水
」
の
措
置
を
し
，
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
付
近
の
可
燃
物
及
び
着
火
源
と
な
る
も
の
を
速
や
か
に
取
り
除
く
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
3)
漏
出
し
た
物
は
乾
燥
砂
，
乾
燥
し
た
ソ
ー
ダ
灰
に
吸
収
さ
せ
，
密
閉
容
器
に
回
収
す
る
。
土
砂
等
に
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
付
着
し
て
い
る
場
合
は
土
砂
等
ご
と
回
収
す
る
。
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

取
扱
い
及
び
保
管
上
の
注
意
 

 
 
 
 
 
 
 
 
取
扱
い
: 
1)
取
扱
の
際
に
は
，
保
護
具
を
着
用
の
こ
と
。
保
護
具
に
つ
い
て
は
，
暴
露
防
止
措
置
を
参
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
照
の
事
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2)
取
扱
場
所
周
辺
で
の
火
気
の
使
用
は
禁
止
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3)
水
，
酸
類
(硫
酸
，
塩
酸
等
)は
，
一
切
近
づ
け
て
は
な
ら
な
い
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4)
取
扱
い
後
は
顔
や
手
等
の
露
出
部
を
水
で
よ
く
洗
う
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
保
管
: 
 
1)
窒
素
雰
囲
気
中
に
て
保
管
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2)
容
器
は
乾
燥
し
た
屋
内
(危
険
物
倉
庫
)に
保
管
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3)
酸
類
等
の
容
器
を
腐
食
す
る
も
の
，
水
を
含
む
も
の
と
同
じ
場
所
で
保
管
を
し
な
い
。
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

暴
露
防
止
措
置
 
 
管
理
濃
度
: 
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
許
容
濃
度
 
日
本
産
業
衛
生
学
会
（
20
00
年
版
）
: 
鉱
油
ミ
ス
ト
と
し
て
3m
g/
m3
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
AC
GI
H（
20
00
年
版
）
:鉱
油
ミ
ス
ト
と
し
て
時
間
加
重
平
均
 
TW
A 
5m
g/
m3
 

 
 
 
 
 
 
 
 
設
備
対
策
: 
屋
内
作
業
で
は
局
所
排
気
装
置
を
設
置
す
る
。
屋
外
作
業
で
は
雨
水
等
が
か
か
ら
な
い
よ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
に
す
る
。
又
，
取
扱
い
場
所
の
付
近
に
手
洗
い
，
洗
眼
設
備
を
設
け
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
保
護
具
 
 
呼
吸
用
保
護
具
: 
防
塵
マ
ス
ク
，
必
要
に
応
じ
有
機
ガ
ス
用
防
毒
マ
ス
ク
を
着
用
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保
護
眼
鏡
: 
 
 
ゴ
ー
グ
ル
型
，
防
災
面
の
併
用
を
推
奨
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保
護
手
袋
: 
 
 
ゴ
ム
製
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保
 護
 衣
: 
 
 
ゴ
ム
製
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
靴
: 
 
 
 
 
 
ゴ
ム
長
靴
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

物
理
／
化
学
的
性
質
 
 
外
観
等
 
 
：
 
灰
色
液
体
，
鉱
物
油
臭
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
揮
発
性
 
 
：
 
低
い
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
溶
解
度
 
水
：
 
反
応
し
，
水
素
を
発
生
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
初
留
点
 
 
：
 
25
0℃
以
上
 

 

脱
塩
素
剤

15
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 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

危
険
性
情
報
 
 
引
火
点
 
 
 
 
 
15
1℃
（
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
開
放
式
）
 

 
 
 
 
 
 
 
発
火
点
: 
 
 
 
 
測
定
デ
ー
タ
な
し
 

 
 
 
 
 
 
 
安
定
性
・
反
応
性
: 
1)
水
と
接
触
す
る
と
可
燃
性
の
水
素
ガ
ス
を
発
生
し
，
反
応
熱
で
発
火
・
爆
発
の
恐
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
が
あ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2)
ふ
っ
素
，
塩
素
，
酸
素
，
ふ
っ
化
水
素
，
二
酸
化
炭
素
，
ハ
ロ
ゲ
ン
化
炭
化
水
素
，
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
強
酸
化
剤
等
と
激
し
く
反
応
す
る
。
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

有
害
性
情
報
（
人
に
つ
い
て
の
症
例
，
疫
学
的
情
報
を
含
む
）
 

 
 
 
 
 
 
人
に
対
す
る
影
響
: 
 
皮
膚
に
触
れ
る
と
，
や
け
ど
（
熱
傷
と
薬
傷
）
を
起
こ
す
。
眼
に
入
る
と
，
粘
膜
に
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
激
し
い
炎
症
を
起
こ
し
，
失
明
の
危
険
性
が
あ
る
。
ミ
ス
ト
を
吸
引
す
る
と
気
管
，
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
肺
等
に
炎
症
を
起
こ
し
，
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
そ
の
他
: 
 
 
 
 
 
燃
焼
す
る
と
生
成
し
た
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
，
過
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
空
気
中
で
水
酸
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
な
り
，
皮
膚
，
鼻
，
の
ど
を
刺
激
す
る
の
で
注
意
す
る
。
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

環
境
影
響
情
報
 
 
水
と
接
触
す
る
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
な
る
の
で
，
水
生
生
物
及
び
植
物
に
対
し
て
 

 
 
 
 
 
 
 
 
有
害
で
あ
る
。
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

廃
棄
上
の
注
意
 
 
 
燃
焼
法
: 
 
 
水
ス
ク
ラ
バ
ー
を
具
備
し
た
焼
却
炉
の
中
で
乾
燥
し
た
鉄
製
容
器
を
用
い
て
，
燃
焼
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
せ
る
。
残
留
物
は
放
冷
後
水
に
溶
か
し
，
希
硫
酸
等
で
中
和
す
る
。
焼
却
作
業
の
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
際
は
保
護
具
を
着
用
す
る
。
保
護
具
に
つ
い
て
は
，
暴
露
防
止
措
置
を
参
照
の
事
。
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

輸
送
上
の
注
意
 
 
1)
荷
役
中
の
取
扱
い
は
慎
重
丁
寧
に
し
，
落
下
・
衝
撃
等
に
よ
り
容
器
を
傷
め
内
容
物
を
飛
散
さ
せ
て
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
な
ら
な
い
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
2)
運
送
中
は
直
射
日
光
や
雨
水
の
浸
透
を
防
止
す
る
た
め
の
被
覆
等
を
す
る
と
と
も
に
，
容
器
が
転
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
落
・
転
倒
し
な
い
よ
う
に
積
載
す
る
。
積
み
荷
の
高
さ
は
３
ｍ
以
下
と
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
3)
コ
ン
テ
ナ
の
場
合
，
充
填
又
は
払
出
作
業
の
際
に
は
必
ず
，
保
護
具
を
着
用
す
る
。
保
護
具
に
つ
い
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
て
は
，
暴
露
防
止
措
置
を
参
照
の
事
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
4)
１
回
で
指
定
数
量
（
20
00
L）
以
上
の
量
を
車
両
で
運
ぶ
場
合
は
，
消
防
法
第
16
条
に
定
め
ら
れ
た
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
事
項
を
遵
守
す
る
。
（
容
器
，
積
載
方
法
，
運
搬
方
法
）
。
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

適
 用
 法
 令
  
 
1)
消
防
法
（
第
４
類
引
火
性
液
体
 
第
３
石
油
類
 
 
非
水
溶
性
液
体
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
2)
労
働
安
全
衛
生
法
（
危
険
物
－
発
火
性
の
も
の
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
施
行
令
別
表
第
９
 
通
知
対
象
物
 
16
9号
 
鉱
油
 

 
 
 
 
 
 
 
 
3)
船
舶
に
よ
る
危
険
物
の
運
送
基
準
等
を
定
め
る
告
示
（
可
燃
性
物
質
類
，
水
反
応
可
燃
性
物
質
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
4)
航
空
法
施
行
規
則
（
可
燃
性
物
質
類
 
水
反
応
可
燃
性
物
質
，
航
空
輸
送
禁
止
物
質
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
5)
水
質
汚
濁
防
止
法
（
油
分
排
出
規
制
，
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
6)
海
洋
汚
染
防
止
法
（
油
分
排
出
規
制
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
7)
下
水
道
法
（
鉱
油
類
排
出
規
制
）
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

そ
 
の
 
た
 
 
 
記
載
内
容
の
問
い
合
わ
せ
先
: 
 
二
本
木
工
場
 
生
産
技
術
研
究
所
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
TE
L:
 0
25
5-
81
-2
31
2 
 
 
FA
X:
 0
25
5-
81
-2
34
7 

  
 
 
 
 
 
 
 
引
用
文
献
: 
1)
 H
.U
. 
Bo
rg
st
ed
t 
an
d 
C.
K.
 M
at
he
ws
, 
Ap
pl
ie
d 
Ch
em
is
tr
y 
of
 t
he
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Al
ka
li
 M
et
al
s,
 p
.7
1 
(1
98
7)
 

    

製
品
名
：
 
Ｓ
Ｄ
－
15
 
 
4/
4 

  
 
 
 
 
 
 
 
引
用
文
献
: 
1)
  
Th
e 
Si
gm
a-
Al
dr
ic
h 
Li
br
ar
y 
of
 C
he
mi
ca
l 
Sa
fe
ty
 D
at
a,
 2
nd
 e
d.
, 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
p.
31
26
(1
98
8)
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
2)
  
G.
ホ
ン
メ
ル
，
危
険
物
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
，
カ
ー
ド
No
.3
16
（
19
91
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3)
 
N.
I.
 S
ax
 e
t 
al
, 
Da
ng
er
ou
s 
Pr
op
er
ti
es
 o
f 
In
du
st
ri
al
 M
at
er
ia
ls
, 
7t
h 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ed
.,
 p
.3
03
9(
19
89
) 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
4)
  
G.
 W
ei
ss
, 
Ha
za
rd
ou
s 
Ch
em
ic
al
s 
Da
ta
 B
oo
k,
 2
nd
. 
ed
.,
 p
.9
84
(1
98
6)
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
5)
  
厚
生
省
薬
務
局
安
全
課
監
修
，
毒
劇
物
基
準
関
係
通
知
書
，
pp
.7
4,
 3
92
(1
99
5)
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

 
 記
載
内
容
は
現
時
点
で
入
手
で
き
た
資
料
，
情
報
，
デ
ー
タ
等
に
基
づ
い
て
作
成
し
て
い
ま
す
が
，
含
有
量
，

物
理
化
学
的
性
質
，
危
険
・
有
害
性
等
に
関
し
て
は
，
い
か
な
る
保
証
を
な
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
又
，
注

意
事
項
は
通
常
の
取
扱
い
を
対
象
と
し
た
も
の
な
の
で
，
特
殊
な
取
扱
い
の
場
合
に
は
用
途
・
用
法
に
適
し
た
安

全
対
策
を
実
施
の
上
，
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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